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改改選選後後のの新新ししいい議議会会ががススタターートトししままししたた
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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
発
展
の
た
め

格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
４
月
10
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
様
方
か
ら
選
出
い
た
だ
き
、

市
議
会
議
長
・
副
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
ま
こ
と

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

景
気
後
退
に
伴
い
、
地
方
を
取
り
巻
く
経
済
・
社

会
情
勢
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
、
市
政
発
展
の
た
め
全
力
を
傾
注
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議　長

長 谷 川 　 翠

議議 会会 のの 役役 員員 をを 改改 選選

副議長

関 義 秀

就
　
任
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

平成21年4月10日改選 

議　長　長谷川　翠　　　副議長　関　義秀　　　監査委員　黒松康至 

（議会だより編集委員会） 

総務財政委員会 

民生文教委員会 

建設水道委員会 

議会運営委員会 

常
任
委
員
会 

市 議 会 の 委 員 会 

組 合 議 会 議 員 

委員長 川田　　裕 

黒松　康至、 芦高　省五、 関　　義秀、 中村　良路 

河杉　博之 

橋本　元秀 

長谷川　翠、 小西　高吉、 堀川　和行、 池田　英子 

下田　　昭 

奥山　隆俊 

北川　重信、 細井　宏純、 森井　常夫、 池原　道生 

中山　武彦 

中村　良路 

芦高　省五、 森井　常夫、 橋本　元秀、 川田　　裕、 中山　武彦 

堀川　和行 

副委員長 

副委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委員長 

委　員 

委員長 

委　員 

委員長 

委　員 

　葛城広域行政事務組合議会議員 　長谷川　翠、 川田　　裕 

　長谷川　翠、 下田　　昭、 関　　義秀、 橋本　元秀 

　長谷川　翠、 北川　重信、 下田　　昭、 中村　良路 

　長谷川　翠、 黒松　康至、 森井　常夫、 川田　　裕 

奈良県葛城地区清掃事務組合議会議員 

　香芝・王寺環境施設組合議会議員 

　香芝・広陵消防組合議会議員 

会期　平成21年4月10日の1日間 

平成21年４月第２回（臨時会）香芝市議会結果 

議案の結果 議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 

選 第 ２ 号  選　　挙 香芝市議会議長の選挙について 

選 第 ３ 号  選　　挙 香芝市議会副議長の選挙について 

選 第 ４ 号  選　　任 香芝市議会常任委員会の委員の選任について 

選 第 ５ 号  選　　任 香芝市議会議会運営委員会の委員の選任について 

選 第 ６ 号  指名推薦 葛城広域行政事務組合議会議員の選挙について 

選 第 ７ 号  指名推薦 奈良県葛城地区清掃事務組合議会議員の選出について 

選 第 ８ 号  指名推薦 香芝・王寺環境施設組合議会議員の選出について 

選 第 ９ 号  指名推薦 香芝・広陵消防組合議会議員の選出について 

同 第 ２ 号  原案同意 香芝市監査委員の選任につき同意を求めることについて 

同 第 ３ 号  原案同意 香芝市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 

承 第 ２ 号  原案承認 香芝市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告及び承認について 
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平平成成 22 11 年年 ３３月月定定例例会会
平成21年第１回定例香芝市議会は、３月２日から18日までの17日間の会期で行われました。

本定例会では、平成20年度香芝市一般会計補正予算（第４号）の専決処分を承認、

香芝市固定資産評価審査委員会の委員の選任に同意し、平成21年度香芝市一般会計予算を初めとして、

予算案20件、条例の制定・改正６件、財産の取得１件を可決しました。

また、奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙を行いました。

議 案

議 員 提 案

平成21年３月第１回（定例会）香芝市議会結果

議 第 １ 号 原案可決香芝市高山台グラウンド設置条例を制定することについて

承 第 １ 号 原案承認平成20年度香芝市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の報告及び承認について

議 第 ２ 号 原案可決香芝市の職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正することについて

議 第 ３ 号 原案可決香芝市地域活動支援センター条例の一部を改正することについて

議 第 ４ 号 原案可決香芝市営住宅条例の一部を改正することについて

原案可決平成20年度香芝市一般会計補正予算（第５号）について

原案可決平成20年度香芝市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

原案可決平成20年度香芝市老人保健特別会計補正予算（第３号）について

原案可決平成20年度香芝市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

原案可決平成20年度香芝市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

原案可決平成20年度香芝市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

原案可決平成20年度香芝市土地取得特別会計補正予算（第１号）について

原案可決平成20年度香芝市財産区財産特別会計補正予算（第２号）について

原案可決平成20年度香芝市水道事業会計補正予算（第１号）について

原案可決平成21年度香芝市一般会計予算について

原案可決平成21年度香芝市国民健康保険特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市老人保健特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市後期高齢者医療特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市介護保険特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市下水道事業特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市土地取得特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市財産区財産特別会計予算について

原案可決平成21年度香芝市水道事業会計予算について

原案可決財産の取得について

原案可決香芝市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を制定することについて

原案可決香芝市介護保険条例の一部を改正することについて

原案可決平成20年度香芝市一般会計補正予算（第６号）について

原案可決平成20年度香芝市介護保健特別会計補正予算（第３号）について

議 第 ５ 号

議 第 ６ 号

議 第 12 号

議 第 ７ 号

議 第 ８ 号

議 第 ９ 号

議 第 10 号

議 第 11 号

議 第 13 号

議 第 14 号

議 第 15 号

議 第 16 号

議 第 17 号

議 第 18 号

議 第 19 号

議 第 20 号

議 第 21 号

議 第 22 号

議 第 23 号

議第24号（追）

原案同意香芝市固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて同 第 １ 号

議第25号（追）

議第26号（追）

議第27号（追）

結　果
選 第 １ 号 選　　挙後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について

結 果

委 員 会 付 託 議 案

議第10号、議第13号、議第19号、議第22号

議第14号

総務財政委員会

民生文教委員会

建設水道委員会

予算特別委員会

議第２号、議第４号、議第５号、議第11号、議第12号、議第20号、議第21号

議第１号、議第３号、議第６号、議第７号～議第９号、議第15号～議第18号、議第23号

※（追）追加議案
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平平
成成
2211
年年
度度

予予

算算

のの

概概

要要

新規・主要施策事業　　総額37億915万4千円

委 員 長 角 田 博 文　　副委員長 小 西 高 吉

委　　員 藤本 みや子　堀 川 和 行　北 川 重 信

河 杉 博 之　森 井 常 夫　川 田 　 裕

以上８名

平成21年度香芝市一般会計予算については、次の委員８名か

らなる予算特別委員会が設置され、３月４日、５日の２日間に

わたり審査しました。

○新規施策

ふるさとまちづくり寄附金事業 110.2万円

地域福祉計画策定事業 160万円　

産婦人科第一次救急体制整備負担事業 105.5万円

関屋小学校プール改築事業 1億5,150万円

公団立替施行繰上償還事業 1億4,391.4万円

等　３億５,８６０.１万円

○主要施策

市土地開発公社健全化対策事業 1億3,359万円

心身障害者居宅生活支援費事業 3億6,189.2万円　

児童手当給付事業 7億852.6万円

都市計画道路建設事業 5億278.5万円

小学校施設耐震補強事業 1億1,810万円

等　３３億５,０５５.３万円

総額334億7,188万7千円の平成21年度の各予算を可決！

予 算 区 分　　　　　　　 予 算 額　　　 対前年度比較（肉付予算後）

一　般　会　計　予　算 197億　7,000万円 △ 0.4％

国民健康保険特別会計予算 62億　2,900万円 5.3％

老人保健特別会計予算 1,800万円 △　 96.8％

後期高齢者医療特別会計予算 ４億　9,500万円 △ 4.8％

介護保険特別会計予算 28億　7,100万円 1.2％

下水道事業特別会計予算 15億　2,700万円 △ 1.0％

土地取得特別会計予算 １億　5,000万円 △　 14.3％

財産区財産特別会計予算 3,100万円 47.6％

特　　別　　会　　計 113億　2,100万円 △ 2.2％

合　　　　　　計 310億　9,100万円 △ 1.0％

水 道 事 業 会 計 予 算 23億 8,088.7万円 △　 24.8％

総 　 合 　 計 334億 7,188.7万円 △ 3.2％

平成21年度予算

〔審査内容〕 世界的な景気悪化の中、香芝市においても納税義務者数の伸びはあるものの、所得の減少

から歳入の根幹となる市税収入が減となり、地方交付税や臨時財政対策債を含めた一般財源総額について

もあまり増額が期待できない状況の中、歳入確保を危惧する意見や、公共事業の凍結や廃止等、無駄なも

のは削るということの実践も不十分ではないか、さらには、予算配分方式にもまだまだ問題が残っている

等々の質疑を行いました。

予算全体としては市民福祉の向上を図るとともに、高利率の公的資金等を民間資金に借りかえることに

より、後年度の公債費負担を抑制するなど、持続可能な健全財政の確立の観点にも配慮した予算編成であ

ることから、予算特別委員会として可決いたしました。 （要約）

議第14号 平成21年度 一般会計予算を可決

予算額　197億7,000万円

予 算 特 別 委 員 会
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真美ヶ丘一丁目13番29号

当選回数１回　無所属

池 原 道 生

狐井131番地の5

当選回数１回 日本共産党

池 田 英 子

関屋1319番地

当選回数２回　無所属

堀 川 和 行

高山台三丁目6番地の18

当選回数２回　公明党

中 山 武 彦

旭ケ丘四丁目12番地の5

当選回数２回　無所属

川 田 　 裕

逢坂四丁目964番地

当選回数２回　無所属

奥 山 隆 俊

五位堂四丁目385番地

当選回数２回　無所属

橋 本 元 秀

鎌田427番地の2

当選回数２回　無所属

森 井 常 夫

北今市三丁目158番地の8

当選回数２回　民主党

中 村 良 路

穴虫1373番地

当選回数２回　無所属

関 　 義 秀

西真美二丁目22番地の7

当選回数２回　無所属

下 田 　 昭

上中306番地の1

当選回数3回　無所属

小 西 高 吉

五位堂四丁目264番地

当選回数３回　無所属

細 井 宏 純

真美ヶ丘七丁目10番11号

当選回数４回　公明党

河 杉 博 之

今泉636番地の22

当選回数４回　無所属

北 川 重 信

畑七丁目3番1号

当選回数４回 日本共産党

芦 高 省 五

関屋北七丁目７番６号

当選回数５回　無所属

黒 松 康 至

狐井155番地の3

当選回数５回　公明党

長 谷 川 翠

議 員 紹 介

去る平成21年３月29日の香

芝市議会議員一般選挙におい

て、市民の皆様方の負託を受け

選ばれました18名の議員です。

よろしくお願いいたします。



第 123 号 議会だより

6

一般質問

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
３
月
12

日
に
行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
が
市
政
全
般

に
わ
た
り
市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
香
芝
市
議
会
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ムw

e
b

上
で
掲
載
予
定

で
す
。

●
中
　
山
　
武
　
彦

・
子
育
て
を
支
え
る
社
会
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て

・
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
諸
課
題
に

つ
い
て

・
災
害
時
の
支
援
に
つ
い
て

・「
定
額
給
付
金
」、「
子
育
て
応
援
特
別

手
当
」
の
円
滑
な
給
付
に
つ
い
て

●
川
　
田
　
　
　
裕

・
行
政
組
織
論
に
つ
い
て

●
芦
　
高
　
省
　
五

・
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

・
雇
用
問
題
に
つ
い
て

・
消
費
税
に
つ
い
て

●
藤
　
本
　
み
や
子

・
介
護
保
険
料
と
利
用
料
の
引
き
下
げ

と
改
善
を
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
無

保
険
者
へ
の
保
険
証
の
交
付
を
す
る

こ
と

・
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
た
め

に
、
子
供
の
医
療
費
無
料
化
と
妊
産

婦
健
診
の
無
料
化
に
つ
い
て

http://www.g i j i roku .net/city. kashiba/

一
般
質
問
質
問
者
・
項
目

※
太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載
。

（
掲
載
は
質
問
順
）

▼
子
育
て
を
支
え
る
社
会
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

（
一
）
保
育
所
、
学
童
保
育
の
状
況
に
つ
い

て
。

[

保
健
福
祉
部
長]

三
月
一
日
現
在
の
市
内

の
認
可
保
育
所
は
、
公
立
七
園
私
立
三
園

で
千
三
百
五
十
五
人
が
入
所
、
学
童
保
育

所
は
、
公
立
十
一
カ
所
と
私
立
二
カ
所
で

五
百
二
十
人
が
入
所
し
て
い
る
。

（
問
）
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
量
の
確
保

に
つ
い
て
。

[

保
健
福
祉
部
長]

市
の
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
、
既
設
保
育
所
の
定
員
変
更
や
民
間

活
力
の
利
用
も
含
め
検
討
し
た
い
。

（
二
）
質
の
向
上
や
多
様
化
、
処
遇
改
善
と

担
い
手
確
保
の
見
解
に
つ
い
て
。

[

保
健
福
祉
部
長]
研
修
会
の
実
施
等
に
よ

り
さ
ら
に
資
質
向
上
を
図
り
た
い
。
ま
た
、

家
庭
的
保
育
事
業
は
、
平
成
二
十
二
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、
需
要
の
増
大
等

を
見
な
が
ら
精
査
し
た
い
。

▼
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
諸
課
題
に
つ

い
て

（
一
）
今
回
の
改
定
と
介
護
職
員
の
待
遇
改

善
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

[

保
健
福
祉
部
長]

介
護
従
事
者
の
処
遇
が

悪
く
離
職
が
多
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
を

打
開
す
る
た
め
、
二
十
一
年
度
よ
り
介
護

報
酬
の
３
％
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
。
即
処

遇
改
善
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ

る
が
、
前
進
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
報
酬
ア
ッ
プ
に
よ
る
影
響
と
、
次
の

三
年
間
の
見
通
し
に
つ
い
て

[

保
健
福
祉
部
長]

第
４
期
事
業
計
画
の
保

険
料
は
、
国
の
交
付
金
や
基
金
を
活
用
し

て
第
３
期
と
同
額
と
し
た
い
。

（
三
）
事
業
者
の
情
報
公
開
な
ど
自
主
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

[

保
健
福
祉
部
長]

介
護
保
険
事
業
者
に

は
、
実
地
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
処

遇
改
善
に
対
す
る
権
限
は
な
い
。
今
回
の

報
酬
改
定
は
広
報
な
ど
で
周
知
し
た
い
。

▼
災
害
時
の
支
援
に
つ
い
て

（
一
）
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
避
難
支

援
対
策
に
つ
い
て
。

（
二
）
西
宮
市
の
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

の
活
用
に
つ
い
て
。

[

企
画
調
整
部
長]

今
年
度
に
修
正
す
る
地

域
防
災
計
画
に
お
い
て
は
、
要
援
護
者
に

よ
り
一
層
配
慮
し
た
も
の
と
し
た
い
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
導
入
後
の

課
題
等
を
調
査
研
究
し
、
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
要
援
護
者
の
情
報
収
集
と
共
有
化
に

つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

[
企
画
調
整
部
長]

個
人
情
報
が
多
く
難
し

い
が
、
よ
り
よ
い
方
法
で
情
報
収
集
に
向

け
努
力
し
た
い
。

（
要
望
）
五
十
の
シ
ス
テ
ム
導
入
事
例
が
あ

る
の
で
早
急
な
導
入
を
お
願
い
す
る
。

中
山
　
武
彦
　
議
員

▼
行
政
組
織
論
に
つ
い
て

（
一
）
縦
割
り
行
政
組
織
か
ら
の
横
割
り
行

政
へ
の
変
更
に
つ
い
て
。

[

企
画
調
整
部
長]

効
率
的
な
行
政
運
営
に

は
、
横
の
連
携
は
最
重
要
で
あ
る
。

（
問
）
総
合
的
施
策
実
行
は
各
所
管
が
統
合

連
携
し
て
取
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

連
携
は
必
要
で
あ
る
。

（
二
）
部
署
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て
。

[

企
画
調
整
部
長]

組
織
単
位
の
適
切
な
業

務
量
・
区
分
の
設
定
、
組
織
体
制
の
検
討
、

研
究
を
進
め
た
い
。

（
三
）
人
員
配
置
の
平
等
化
（
実
務
量
の
デ

ー
タ
化
）
に
つ
い
て
。

[

企
画
調
整
部
長]

事
務
事
業
の
適
正
、
実

態
面
に
即
し
た
人
事
配
置
に
努
め
た
い
。

（
問
）
人
事
配
置
標
準
化
は
実
務
量
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

残
業
量
を
把
握
し
、
効

率
的
な
人
員
的
配
置
を
再
考
し
た
い
。

（
四
）
職
員
採
用
数
の
標
準
化
計
画
に
つ
い

て
。

[

企
画
調
整
部
長]

将
来
あ
る
べ
き
職
員
数

を
、
今
一
度
点
検
し
見
直
し
を
図
る
。
ま

た
、
定
員
管
理
指
標
を
用
い
て
適
正
な
管

理
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
職
員
大
量
退
職
後
、
臨
時
職
員
等
と

し
て
、
六
〇
歳
以
上
の
方
や
お
母
さ
ん
た

ち
を
雇
用
す
る
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

川
田
　
　
裕
　
議
員（

次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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一般質問

▼
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

（
問
）
定
額
給
付
金
は
、
七
万
四
千
人
の

市
民
に
約
十
一
億
三
千
万
円
支
給
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
う
ま
く
支
給

で
き
る
の
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

今
回
の
定
額
給
付
金
給

付
事
務
は
、
景
気
後
退
で
の
生
活
者
支
援

及
び
地
域
経
済
対
策
と
い
う
住
民
の
福
祉

の
増
進
が
趣
旨
で
あ
り
、
自
治
事
務
と
し

て
位
置
づ
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
制
度

の
財
源
は
国
が
責
任
を
持
ち
実
施
は
市
町

村
が
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
本
市

で
は
二
月
一
日
に
定
額
給
付
金
実
施
本
部

を
設
置
し
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
基
づ

き
一
日
も
早
い
給
付
を
め
ざ
し
事
務
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
雇
用
問
題
に
つ
い
て

（
問
）
香
芝
市
に
も
派
遣
切
り
さ
れ
た
市

民
が
い
る
の
で
は
な
い
か
、
具
体
的
な
人

数
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
香
芝

市
で
の
雇
用
計
画
等
は
あ
る
の
か
。

[

企
画
調
整
部
長]

金
融
危
機
を
契
機
に
し

た
世
界
同
時
不
況
と
い
う
中
で
、
国
内
の

雇
用
情
勢
の
悪
化
は
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
い
わ

ゆ
る
派
遣
切
り
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る

非
正
規
労
働
者
の
失
業
が
昨
年
十
月
か
ら

こ
と
し
三
月
に
か
け
て
、
二
千
三
百
の
事
業

所
で
約
十
六
万
人
に
達
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
奈
良
県
で
は
三
十
七
事
業
所
で
九
百

七
十
五
人
と
い
う
集
計
結
果
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
町
村
ご
と
の
数
値
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
香
芝
市
内
の
状
況
は
確

認
で
き
な
い
が
、
当
然
市
内
に
も
こ
の
よ

う
な
方
も
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
で
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
行
革
の
観

点
か
ら
職
員
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
る
中

で
あ
り
、
現
状
か
ら
考
慮
す
る
と
雇
用
は

困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た

だ
、
今
回
の
定
額
給
付
金
の
交
付
に
対
し

て
も
臨
時
職
員
二
名
を
採
用
す
る
な
ど
、

そ
う
い
う
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

▼
消
費
税
に
つ
い
て

（
問
）
当
面
消
費
税
に
つ
い
て
は
三
％
に

引
下
げ
、
食
料
品
に
つ
い
て
は
非
課
税
に

し
、
将
来
的
に
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

[

総
務
部
長]

地
方
消
費
税
は
、
安
定
的
な

基
幹
税
目
の
一
つ
と
し
て
地
方
税
体
系
に

お
い
て
は
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
社
会
保

障
関
係
費
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
で
地
方
消
費
税
の
確
保
を
図
る
う
え
か

ら
も
、
消
費
税
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
思
え
る
。

今
後
も
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
消
費
税

の
税
率
構
造
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て
は
今
後

の
税
制
改
正
の
論
議
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

芦
高
　
省
五
　
議
員

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

[

企
画
調
整
部
長]

そ
の
よ
う
な
方
々
の
臨

時
職
員
と
し
て
の
採
用
計
画
を
練
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
要
望
）
雇
用
政
策
や
福
祉
政
策
に
も
つ
な

が
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

（
五
）
副
市
長
の
役
職
の
兼
任
に
つ
い
て
の

考
え
方
（
役
職
の
意
味
）
に
つ
い
て
。

[

副
市
長]

副
市
長
と
部
長
職
の
兼
務
に
お

い
て
は
、
業
務
支
障
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
各
課
長
と
協
議
を
し
頑
張
り
た
い
。

（
六
）
副
市
長
の
職
務
に
つ
い
て
。

[

副
市
長]

市
長
の
補
佐
や
、
事
務
方
の
総

指
揮
官
と
し
て
の
職
員
の
総
括
、
施
策
実

行
の
体
制
整
備
等
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

（
問
）
指
示
命
令
系
統
に
つ
い
て
。

[

副
市
長]

市
長
の
政
策
的
な
こ
と
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式

で
部
長
に
指
示
を
し
て
い
る
。

（
問
）
部
長
以
上
の
会
議
で
は
、
高
度
な

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

[

副
市
長]

以
前
は
形
だ
け
の
部
長
会
で
あ

っ
た
が
、
最
近
は
議
論
が
活
発
で
あ
る
。

（
問
）
部
下
の
士
気
向
上
に
つ
い
て
。

[

副
市
長]

職
員
の
意
見
に
「
聞
く
耳
」
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
問
）
部
下
に
責
任
を
押
し
つ
け
る
古
い

体
質
に
つ
い
て
。

[

副
市
長]

古
い
体
質
か
ら
脱
却
し
、
新
し

い
体
質
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

（
要
望
）
古
い
体
質
か
ら
脱
却
し
現
場
主

義
の
徹
底
し
た
副
市
長
で
お
願
い
し
た
い
。

▼
介
護
保
険
料
と
利
用
料
の
引
き
下
げ

と
改
善
を
す
る
こ
と

▼
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
無

保
険
者
へ
の
保
険
証
の
交
付
を
す
る
こ
と

▼
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
た
め

に
、
子
供
の
医
療
費
無
料
化
と
妊
産
婦

健
診
の
無
料
化
に
つ
い
て

（
問
）
介
護
保
険
の
利
用
料
の
引
き
下
げ
、

非
課
税
の
方
へ
の
介
護
保
険
料
の
免
除
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
３
％
に
す
る
こ

と
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
、

資
格
証
や
短
期
保
険
証
の
方
に
正
規
の
保

険
証
を
交
付
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
子
供
の
小

学
校
卒
業
ま
で
の
通
院
医
療
費
無
料
化
を

す
る
こ
と
や
妊
産
婦
健
診
十
四
回
無
料
化

を
二
年
後
も
引
き
続
き
す
る
こ
と
に
つ
い

て
。

[

市
長]

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
次
の

第
４
期
の
事
業
計
画
書
の
中
で
は
、
今
の

料
金
を
据
え
置
く
と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
現
時
点
で
は
引
き
下
げ
る
と

い
う
予
定
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
現
実
に
今
赤

字
が
あ
る
中
で
の
引
き
下
げ
と
い
う
こ
と

藤
本

み
や
子

議
員



６
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

※
日
程
変
更
の
場
合
は
、
６
月
５
　

日
発
行
の
「
広
報
か
し
ば
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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地
方
分
権
に
伴
う
三
位
一
体
の
改
革

な
ど
、
行
財
政
改
革
が
進
む
中
、
ま
す

ま
す
市
議
会
の
役
割
は
重
要
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

我
々
市
議
会
議
員
は
、
新
た
な
決
意

を
も
っ
て
、
市
政
に
か
か
わ
る
自
ら
の

役
割
と
責
務
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
自

ら
研
鑽
を
積
み
、
本
市
の
更
な
る
発
展

と
、
議
会
の
公
正
、
円
滑
な
運
営
の
た

め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ

う
最
善
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

六
月
定
例
会
は
、
上
記
の
日
程
で
行

う
予
定
で
す
の
で
、
時
間
が
許
し
ま
し

た
ら
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
（
議
会
事
務

局
内
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委

員

長

中
　
村
　
良
　
路

副
委
員
長
　
堀
　
川
　
和
　
行

委
　

員
　
芦
　
高
　
省
　
五

〃
　
　

森
　
井
　
常
　
夫

〃
　
　

橋
　
本
　
元
　
秀

〃
　
　

川
　
田
　
　
　
裕

〃
　
　

中
　
山
　
武
　
彦

平
成
21
年

議議
　　
会会
　　
日日
　　
誌誌

は
考
え
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

子
ど
も
の
通
院
医
療
費
の
問
題
も
今
の

香
芝
の
財
政
状
況
の
中
で
は
非
常
に
困
難

か
と
考
え
て
い
る
。
妊
産
婦
健
診
等
に
つ

い
て
は
、
市
に
も
相
当
の
負
担
額
は
あ
る

が
、
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

[

副
市
長]
資
格
証
に
つ
い
て
は
、
単
身
者

へ
の
発
行
は
あ
る
が
、
子
供
が
い
る
家
庭

へ
は
発
行
し
て
い
な
い
。

（
問
）
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
卒
業

ま
で
子
ど
も
の
通
院
医
療
費
を
無
料
化
に

す
れ
ば
経
費
は
ど
の
程
度
必
要
か
。

[

副
市
長]

約
五
千
六
百
万
円
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

（
問
）
妊
産
婦
健
診
の
公
費
負
担
が
十
四

回
に
な
っ
た
が
、
妊
娠
中
の
方
は
ど
う
な

る
の
か
。
ま
た
、
市
の
負
担
は
。

[

保
健
福
祉
部
長]

本
年
一
月
二
十
七
日
以

降
の
妊
婦
健
診
を
対
象
に
公
費
助
成
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
の
財
政
措
置
で
五
回
分
ま
で

は
地
方
交
付
税
措
置
、
残
り
の
九
回
分
は

特
例
交
付
金
と
し
て
、
妊
婦
健
康
診
査
支

援
基
金
を
通
じ
、
補
助
金
二
分
の
一
、
残

る
二
分
の
一
を
地
方
交
付
税
措
置
と
し
て

財
政
措
置
が
な
さ
れ
る
。

（
要
望
）
香
芝
で
安
心
し
て
老
後
が
送
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
介
護
保
険
や
国
保
の
改
善
、
さ
ら

に
子
供
の
医
療
費
の
改
善
に
つ
い
て
ぜ
ひ

検
討
を
お
願
い
す
る
。

編

記

後

集

●
３
月２

日

本
会
議

４
日

予
算
特
別
委
員
会

５
日

予
算
特
別
委
員
会

９
日

総
務
財
政
委
員
会

10
日

民
生
文
教
委
員
会

11
日

建
設
水
道
委
員
会

12
日

一
般
質
問

18
日

本
会
議

29
日

市
議
会
議
員
選
挙

●
４
月10

日

臨
時
議
会

21
日

近
畿
市
議
会
議
長
会
理
事
会

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

●
５
月12

日

香
芝
・
広
陵
消
防
組
合
臨
時
会

旭
ヶ
丘
小
学
校
議
場
見
学

13
日

青
森
県
黒
石
市
議
会
視
察
来
庁

18
日

議
会
運
営
委
員
会

20
日

秋
田
県
能
代
市
議
会
視
察
来
庁

21
日

奈
良
県
市
議
会
議
長
会

27
日

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会（
予
定)

28
日

関
屋
小
学
校
議
場
見
学（
予
定)

29
日

三
和
小
学
校
議
場
見
学（
予
定)

８
日
（
月
）

本
会
議

９
日
（
火
）

休
　
会

10
日
（
水
）

総
務
財
政
委
員
会

11
日
（
木
）

民
生
文
教
委
員
会

12
日
（
金
）

建
設
水
道
委
員
会

13
日
（
土)

〜
14
日
（
日
）

休
　
会

15
日
（
月)

〜
16
日
（
火
）

一
般
質
問

17
日
（
水)

〜
18
日
（
木
）

休
　
会

19
日
（
金
）

本
会
議

視察内容：人口増加に向けた施策ついて

行政視察来庁 (青森県黒石市議会)


